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In1981，in ol・del■tO re（luce】Ⅶisein t王－eliving qtlarterS Of the T．S．Seisui  

Maru，a SOurldproof compartment was built at the entl・anCe tO the englne rOOm from  

ttle tlpl）er（leck and tlle dool■waS doubled．   

’Ⅰ、11e nO；selevelwas nleaSured befo王・e the reconstま・uCとion，aIld afterward 如しtdie（l  

tlle nOiseinsulation effecとi】1eaCllCOn叩art王11ent，t！1e reSulと was that ttle nOiselevel  

reducedin eac‡1CO王ⅥPartnlent by the extra（loor was onlyl～2dB（A）．  

Howeveri110王）ening the dooi■S One by one goingin and out，theiligil王）itched  

gas propagation waves thatl）reViously carne from the englne rOOm When the door  

WaS O王）ened，nOlonger ca王ユーe Out tO t】1eliving（川ZlrterS，an（las resu】t tlle nOiselevel  

near the engine rooln COuld t）e COnStantly hel（1below80dB（A）．   

Tムis sl－OWS tl－at COl－Si（1el・ation of＝－e mOVeIれeI－仁OfI）eOl）1eonboar（lwhendeciding  

thelocation and constructionofcompartmerlt，CanSlgnificantly affectnoiseinsulation  

Within tlle hし111・TIlisis a nlatter WOrth notingin desigIling a snlallvessel．   

船内の生活環境向上を考える場合，騒音を低くすることは菰要であるが，内燃機関を動力抄琵とす  

る小型船舶にとって機関室からの騒習伝搬を防く、、ことは紘めて困難である。   

著者ら（198i）ほ勢水丸の船内諮養の騒督レベルを調査したところ，主機関と発電機l索、を運転  

して航充中の船内居住区の騒層レベルは65～88dB（A）であった。   

機関室への入日屏に近い食堂と絞渕長窒の騒音ほ特に高く，部魔の入lニl靡を開いている時に上甲  

板」この通路から機関室へ出入する老がいて機関餐への入にI界を関目・ると，両室の騒音レベルは8う～  

88dB（A）に達した。   

勢水丸は1981年，上甲板から機関姿に入る入口に小区渕を作り，屏を2蕊にした。著者らは1982  

練習躯磯頑九研究業顧   
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年の嚢習研究航海において改造後の船内騒音レベルを計測し，1980年の資料と比較検討を行なった  

結果若干の知見を得たので槻督する。  

船内諸室の配置と構造  

Fig－1ほ船内諸蚤の紀子さ己と隔壁・天井の構造瀾である。妥番号⑤・⑨・⑬・⑫・⑰の謂嚢の壁  

と天井は肉眼を施さず，床酎よ甲板上にセメントまたほデッキコソボジショソ（ラテックス）を施  

している。室番号⑪・⑬・⑲の床にほ轍瀾嚢からの遮音のた担），特に40nllTlの木甲板と厚さ9mm  

の合板を菰ね，さらにその上を2111111のビニールタイルで覆っている。他の室の床は木甲板上に聯  

さ81Ⅵnlのラテックス施エ，その上を2111mのビニールタイルで覆っている。   

増設した靡はZである。Y靡ほ従来からのもので厚さ1．6111】Ⅵのアルミ板2枚を用いた中空璽鐙造，  

出来上り厚さ35111111であり，新設靡Zほ厚さlIⅥ王11のアルミ板2枚を用いた中空桝造，出来上り厚  

NAVIGAT10N βRJDG【DECK  

BOÅT DEClく  

「‾‾‾‾訂‾画「 ヽ＋＋  

UPP【R OECK  

Fig．1．Arrangenlent an（lconstruction of eachl・0017l・  
Soli（lline：steell）t111くheaれdotte（lline：wooden bullく11eaれtlliclく SOlidline：l）tlは‡1ea〔l  

しISed sounかproofing111aterial，Obliqueline：ceilillglinedw摘1SOund・‡）rOOfingnlaterial・  

Observe〔lroolmS：①w王1eelhouse（勤instll封11ent rOO‡n③i・a（lio roo111④ail・COndition・  

unitl・．⑨ヽVater boiler r．⑥winch controll・．⑦1aboratory⑧ca王）tain r．⑨bath r．  
⑲toilet⑪I11eSSr．⑫galley⑲cllief engineerI・・⑯1）rOfessor r・⑬2nd officer r・  
⑬chief officel・r．⑰toilet⑲resting space⑲crew（Å）⑳crew（B）⑳boaたSWain  
an（iNo．loilel・r．⑳crew（C）⑲2n〔lengi！leer r．⑳1st e王1gineel・r．番professor r・  
⑳stu（まent mess r．㊨student r．（3）⑳stしl（lent r．（2）ミやsttldentl・－（1）健努Spal・er．  

紺bow・thruster r．㊨enginel・．POrt Side＊enginel・・Starboardside⑲cngine control  
i・．く泌ice cIlaIllberユobbv  

M：Mai11englne A：Dynall10engine Y・Z：Door of engine rooIⅥ   
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さ36iⅥIllである。   

小区調の右舷側壁ほ厚さ50王11111のグラスウール吸音板を揮さ月■．うmlllの銅板と厚さ3mmの木製化  

粧合板ではさんだ防音壁である。左舷側壁ほ食蔑と接する従来の隔埜覧をそのまま用いている。天井  

は従来のままであるが，床面は4111nlの鋼板上にP－ソテツクス40王Ⅵmを張りつめた。  

測定に使用した機器と測定方法  

船‡彗琢養育の主な発生源としては立松関・発登監轍及びプロペラが挙げられ，音源からの伝搬ほ廊下  

等を過る空気伝搬と隔壁・床・天井等の船体構造物喧伝わる固体伝搬が考えられる。   

風浪等外部からの寒路蟄乏も考慮すべきであるが，今恒】の測定脚馴＝－の風速は0～3ill／ノsecであった  

ので前報と河様に夙浪の彩轡ほ殆んどないものと考えた。   

測定ほ王威関l亘l転教鯛Or．P．111．で航蒐中，発登毘機l台を運転し，船内埜綱擁作動中で行なわれ  

た。従ってプロペラの柳転による騒音も当然発生しているが，機関室が後部船蘭登板に配徽されて  

いるのですべてを観閲浸からの騒音とした。   

騒音レベルの測定にほ1980年の測定と同じ普通騒音計TypeiO15及び1ノ3オ・クタープバンドフィ  

ルター Type う309Aを明貼、た。   

またカセットテープレコーダーCF」77う（SONY）を用いて騒音を録音し，スペクトラム・ア  

ナライザーTR－930う（TAKEDA・RI・KEN）によって周波数解析を行なった。  

1980年と同様Fig．1に示すように船内に3う個所を選定し，各部巌の中央床蘭上1．2～i．うmの  

高さでマイク町ホンを上方に向けて設閲し，周淡数補託瀬l路のA特性と平坦（Flat）特性について  

各点少くとも10秒間の連続した読取な行ない，その平均値をとった。   

ここでA特性偲ほ騒音の感党的な大きさをあらわし，人間が聞いた督の大きさと近似的に対応す  

る偲であり，F特性値は智正レベルをあらわす値である。  

結果 と 考察  

Fig．2 ほ各室で計測した騒膏レベルを示す。架線は各室入口靡と観閲賓への入に爛Y・Zを開  

いた状態での計測値であり，i点鎖線は各室入lニl界を閃き節Y・Zを・両方共閉めた状態，2点鎖線  

は各室入口辟な閉め靡Y・Zを両方共開いた状態，点線ほ各室屏と堺Y・Zを閉めた状態の測定値  

である。   

各室における実線と2点鋏線の差ほ機関室への入【コ界Y・Zを両方開いた時の各室屏の遮音勃発  

を示す値である。図の上段に示す上甲板上の諸室でほ屏の開閉による騒音レベルの差が大きく，各  

室靡の相対的な遮音効果はA特性で約】OdBであったが，F特性ではうdB前後であった。   

調理室⑫・トイレ⑬・浴室⑨でほ節を閉めても商い騒音レベルを示し，音源からの距離の増加に  

伴なう他室の測定値の減少カーブから飛び抜けて離れている。⑫は磯鍋釜に挺する隔壁が鏑奴1放  

であり，機関室からの透過脅が膵の閉鎖による空気伝搬晋の遮断最を大きく上垣lっているためと考  

えられ，⑬・⑨の両室も壁面に内張りがなく，床面の約造の雛轡もあって⑫と略同様の状況と考え  

た。   

図の下段に示す櫓姶甲板上の諸塞においてほ，入仁Ⅰ靡の開閉による騒音レベル（A）の差が上甲板  

上の諮嚢の約蟻であった。このことほ界の効果が小さいためでほなく，通路を通って伝搬する空気  

伝搬晋が減衰しているためである。   
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Dis t a nc e  

15（m）  

Fig・2・Distribしlとionof noiseleveldB（A＆F）in eac】lrOO肌naVigatingwith t‡leInainengine，  

the（lynanlO engine and tIle air・COnditioner．  

Distance：Tlle Shortesもdistance between王11ain englne and each roonl．  

RemarlくS：On t加aspect of each（loor・酬；Ol）ening Y an（lZ door，Ol）ening  

eacllrOOm door．－－－－－－－－・Shutting Y＆Z dool・，Oi）eni咽eaCh room（loor．－…  
－－－仙 ；Opening Y＆Z door，Shutting each room door．…‥… ；Shuttiilg Y＆Z door，  

Shu比ing each roonldoor．   
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図中の巽線とl点鎖線の差ほ，機関室からの空気伝搬音が，屏Y・Zの閉鎖をこよって，靡を開放  

中の各室の騒音レベルをどれだけ下げているかを示す値であり，上甲板上の二等航海士宝⑮・機関  

長室⑬・教授室⑱・船長室⑧・研究室⑦でほ1ト12dB（A）であった。   

船娘甲板上の渚室でほう～3dB（A）であった。   

⑫・⑬・⑨における騒音レベルの差が2～3dB（A・F）と小さい低であることほ前述と同様の  

原因であろう。   

次にFig．2のl点鎖線と2点級線の隣りによって各室の騒音レベルを比較すると，その差ほ小  

さく0～4dB（A・F）であった。各夏の膏環境笹髄層するY・Z両界と各室入日界の遮音効果ほ  

略同じと考えて差支えなかろう。   

船内屠住区の騒音が聞蘭になるのほ，室内で知的rF業にたづさわる時や，睡眠・休憩時であり，  

この様触呼ほ泡常都農の界ほ閉めている。この状態で機関室への出入のため上甲板上の屏Y・Zが  

開けられるとFig．2の2点鎖線の状態に変るので，各室内の騒晋レベルほ点線と2点鎖線の差だ  

け高くなる。この値ほ固から上甲板上の渚室でほA・yとも0～うdBであるが，船蛤甲板上の諸  

宴でほ殆んど0に近いことがわかった0   

上甲板上の諮窒において，各室の入日屏を開いた状態で靡Y・Zを両方とも閉めた場合と靡Yを  

閉めZな開いた場合について，各室内の騒音レベルを測定した結果Fig・3に示すようになった。   

図によれば靡Y・Zを両方ー対極た時と靡Yだけを閉めたときの各室の騒膏レベルほ余り変らない  

ことが判った。   

このことは靡による騒音の遮閏勃発を考える場合かなり改変であると考えたので，居住区騒音の  

主要な発生源と考えられる機関室からの騒音の伝教状況を知るため，空気伝搬系路の窮1開門であ  

110；   
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アig．3．Distl・ibution of noiseleveldB（A＆F）in each rooIm、！1aVigatingwitll抽emainengi略  

the dyIlan10englne an（1抽eair・COnditioner・  

Distance；The shortest distance between main englne and each room．  

Remarks：－・－・N：Shutting Y＆Z door，Opentng eaCh room door．”PO……Q…  

ShLltting Y door，OPening Z dool●，Ol）ening eac‡1rOOn－（loor・   
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る界Y・Z付近で，磯瀾魔人‡ニⅠに近い通路上界Yから船首プブ向にうOclllのPl，屏YとZの中間のP2  

及び靡Zから50cm隔った機関室内のP3の騒音レベルを，屏Y・Zを・閉めた状態と靡Zを開きYを  

閉めた状態で計測した。   

結果ほyig．4■に示すようであり，靡Y・Zを両方とも閉めると屏ZによってP2の騒音レベル  

はPaより19dB（A），9dB（F）低下し，辟YでA特性億はさらにうdB低下するがF特性倍ほ下って  

いなかった。   

また靡Yだけを閉めた場合には，Pると岡レベルのP2の騒音レベルがPlでほ節Yによって22〔1B  

（A），7dB（F）低下していた。   

この結果からも屏Y・Zの閉鎖と靡Yの閉錦でP．の騒音レベルほわずか2dB（A・F）しか遜  

わないことが明らかとなった。このことほPlの測定値には靡Y・Zからの透過督だけでなく上聞辺  

からの通過音や固体伝搬音が相当含まれていることを示している0   

そこで機関室入にl付近の騒音について，その間披教戒分な検討するため，機関室内P8での録音  

と靡Y・Zを両方とも開いた時のPlでの提督をスペクトラムアナライザーによって解析したところ  

Fig．う，Fig．6に示すようになり，騒音スペクトルほ200日zからIKHzにわたって超越していた0   

Ⅶ・方堺Y・Zを・閉めた時のPlの騒音スペクトルはFig・7のようで，1iくHz以上の帯域の騒音レベ  

ルほかなり減少しているものの，200比蛸・近の騒音の周波数成分晋圧レベルほFig・5，6と殆んど  

同じであった。このことは界の逃晋効果は1KHz以上の周波数帯の空気伝搬晋に有効であること  

を示し，靡の数が増えても騒音レベルがそれ程下らないのほこのためであろう。   

さて以上の結果からだけでほ靡Zの効果が殆んどないことになるが，このことから膵Z増設の憩  

嫁がなかったとほ云えない0   

屏の1矧聞は船員が礁務遂行上船内な移魔するために行なわれるので，駁督の伝搬状況も機関室へ  

の人員の出入に伴う界の開閉の時間的経過を加味して検討しなくてはならない。扉Y・Zは油圧自  

－19dB Å  
－9dB F  

－22d8 A  

－7d8 F  DOOR Y  

Fig．4，Left figure：Distl・ibution of noiselevelnearby the entl◆anCe tO the engine room・  
Righ仁figure：Distl・ibtltion of noiselevelaftel■OPening仁he door Zt   
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田 ＄hu川ng  

［コ叩摘ng  

DOORZ既述虫近ささ箪欄  
Fig．8．Change of tlle nOiselevelnleaSured on Pl，紬1lowedl〕y OPening andslltltting t量1e door・  

When a cl・eⅥ′nlember entered engine room from passage，doors Y＆Z wel・e OPened and  
Shut as s‡10Wnin thelower part．yollowing 抽is，tile nOiselevelchange〔las shown  
wi抽solidline．On t‡1elast experiIllent（therelVaS nO Z door）the noiselevel，C†l急場ed  
as shown witIldottedline．  

動閉鎖式であるため，屏を閃けてから完全和明まる迄に約5砂な要する。そこで船員がFig・4の  

Plから界Yを閃けてP芝に入り，靡Zを開いてP8 に入る際に靡YとZが開閉される状況を経時  

的に調査したところFig．8の下欄をこ示す様になり，屏Y・Zが両方共聞いている時間ほ約1秒間  

であった。   

また各時間縛に対するPlの騒膏レベルdB（A）ほ前述の結果から図上の幾組で示す変化をたど  

り，機関室内の騒音レベルがその意想ヤ1に及ぶ時間ほ，船員の出入l仰こついて約l秒間である  

ことが判った。   

屏Zがなかった時のPlの騒音レベルは図中点線で示すようであり，機関室内と略岡レベルの騒  

音が船員の出入りごとに約5秒間P一に放出されていた。   

現状でほ出入老がP2で屏Zを閃くのを約1砂遅くすることによって，Plの騒音レベルを常時て9  

dB（A）に保つことが可能である。このようにして勢水丸における靡Y付近の騒音レベルほ80dB（A）  

を越すことが鈍くなり，靡Zの増設は稼働て効果的であった。   

このことほ船内における人戯の動態を考慮して諸窒の配蘭と構造を決定することが，船内の生活  

環境に大きな離郷を及ぼすことを示し，小型船の船内騒督促滅上江巨】すべき結果であった。   

終りに調査に協力償いた勢水丸機関長高梨剛技官始蘭儲感慨巨・岡に謝怒を表する。また騒骨の録  

音ならびに周波数解析に関して多大の機宜と食薮な御教示を賜わった本学小長谷庸夫博士に感謝す  

る。  
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